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利 用 形 態 の 異 な る 森 林 生 態 系 の 経 済 評 価
長 谷 川 弘 ( 広 島 修 道 大 )
l 。 研 究 調 査 の 主 目 的
- 二 酸 化 炭 素 吸 収 ・ 固 定 等 、 様 々 な 森 林 生 態 系 機 能 を 経 済 的 に 評 価 す る 0
. 生 物 多 様 性 レ ベ ル の 違 い に よ る 経 済 的 付 加 価 値 を 把 握 す る 。
- 最 適 な 持 続 的 森 林 利 用 オ フ シ ョ ン や C D M 導 入 に あ た っ て の 基 本 的 評 価 軸 を 、
社 会 経 済 的 視 点 か ら 考 察 す る 。
20 研 究 調 査 の 対 象 地 域
キ ナ バ ル 公 園 、 Darmakot Forest Reserve 、 及 び そ れ ら の 周 辺 地 域
3 。 研 究 調 査 の 進 捗 状 況
2003 年 度 は 、 8 月 21 ""30 日 の 現 地 調 査 及 び そ の 前 後 の 圏 内 作 業 を 行 い 、 以 下
の よ う な 成 果 を 得 た 。
(n 森 林 牛 能 系 機 能 別 経 溶 評 価 手 法 の 給 討
調 査 対 象 地 域 の 森 林 が 有 す る 機 能 や 効 用 を 分 析 し 、 既 存 の 経 済 評 価 手 法 群 の 中
か ら 測 定 可 能 と 考 え ら れ る 手 法 を 次 表 の よ う に 選 定 し た 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 機 能
に つ い て 計 算 モ デ ル を 構 築 す る と と も に 、 必 要 な デ ー タ 項 目 を 整 理 し た 。
森 林 生 態 系 機 能 別 の 経 済 評 価 手 法
主 な 森 林 生 態 系 機 能
可 能 な 経 済 評 価 手 法
l。 水 資 源 酒 養 機 能 取 替 原 価 法 、 生 産 高 変 化 法
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
2。 水 質 浄 化 機 能 取 替 原 価 法 、 防 止 支 出 法
3 。 治 山 ( 浸 食 防 止 ) ・ 治 水 ( 洪 水 緩 和 ) 取 替 原 価 法 、 生 産 高 変 化 法 、 防 止 支 H
4目‘ー 5ペ
法
一 一 一 一 一 一 -
4 。 大 気 浄 化 機 能 ( 温 暖 化 緩 和 効 果 も 含 む 取 替 原 価 法
5。 保 健 休 養 機 能 ( 景 観 、 リ ク リ ェ ー シ ョ
旅 行 費 用 法 、 仮 想 的 評 価 法 、 生 産 高 頭
等 ) 化 法
6 。 林 産 物 生 産 機 能 生 産 高 変 化 法
7。 農 産 物 生 産 促 進 機 能
一 一 一 一 一 一
「 互 産 高 変 化 玄 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一「
8 。 水 産 物 生 産 促 進 機 能
一 一 一 一 一 一
ロE扇 変 化 宏 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 -l
的 試 験 的 ア ン ケ ー ト 調 杏 の 宴 姉
経 済 評 価 に 必 要 な デ ー タ の う ち 、 f5 。 保 健 休 養 機 能 」 の 旅 行 費 用 法 及 び 仮 想
的 評 価 法 で 入 力 す る デ ー タ を 収 集 す る た め 、 現 地 調 査 に お い て キ ナ バ ル 国 立 公 園
利 用 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 試 験 的 に 実 施 し た 。 例 え ば 、 次 表 が ア ン ケ ー ト
調 査 に よ り 得 ら れ た 公 園 付 近 の 平 均 的 生 物 多 様 性 評 価 額 で あ る が 、 統 計 的 偏 向 が
見 ら れ 、 今 後 の 本 格 的 ア ン ケ ー ト 調 査 に 向 け 質 問 内 容 の 改 善 が 必 要 で あ る 。
生 物 多 様 性 へ の 平 均 的 評 価 額 ( 試 算 )
評 価 対 象
単 位
外 国 人 利 用 者
マ レ ー シ ア 人 利 月
者










ー一 一 一 一 一 一 一 一 ー
77 
目 一 極 砺 覆 当 た 1う の 平 均 的 評 価 額 一
$ / 種 / 年
一 一 一 一 一 一 一
r2一 一 一 一 一 一 一
注 ) 1 米 ド ル = 3 0 8 マ レ ー シ ア リ ン ギ で 換 算 。
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m評価額計箪平ヂル用データの収隼
アンケート調査に加え、それぞれの森林生態系機能の評価額計算モデルに必要
な資料やデータの一部を、キナパル国立公園管理事務所、サンダカン森林研究所
図書室等で検索・収集した。しかし、多くのデータが未整備であり入手できなか
ったため、それらの有無確認や情報源提供についてカウンターパートの協力を依
頼した。
4。 今後の研究調査活動予定
来年度の現地調査に向け、入手できた資料やデータの圏内解析を継続すると共
に、アンケートの調査方法及び質問事項の改善を行う。また、他の調査団員のア
ウトプットや方向性を確認し、当研究調査との整合性や連携性を明確にする。そ
して、必要データの有無や効果的活用の可能性を勘案し、適用する経済評価手法
や計算モデルの再検討を行う。
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